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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月3日(2010.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
図２（配列番号２）の８８から２０５２番目の残基を含む核酸配列。
【請求項２】
バシルス　リチェニフォルミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）アル
ファ‐アミラーゼのシグナルペプチドをコードする核酸配列に作動的に連結する請求項１
に記載の核酸配列。
【請求項３】
配列番号４（図４）の３０から６８３番目の残基を含むポリペプチドの欠損型をコードす
る核酸であって、前記欠損型が配列番号４の４９２、５０４、又は５０９番目の残基で終
了している核酸。
【請求項４】
請求項１又は３のいずれかの核酸配列によりコードされるポリペプチド。
【請求項５】
欠損型が配列番号４（図４）の４９２、５０４、又は５０９番目の残基でのカルボキシ末
端を有することを特徴とする、請求項４に記載のポリペプチド。
【請求項６】
請求項１から３のいずれかの核酸に作動的に連結するベクター。
【請求項７】
請求項１から３のいずれかの核酸を含む単離される宿主細胞。
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【請求項８】
請求項６のベクターを含む単離される宿主細胞。
【請求項９】
前記宿主細胞がバシルス　ズブチリス（Ｂ．　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、バシルス　リチェニ
フォルミス（Ｂ．　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、バシルス　レンツス（Ｂ．　ｌｅｎ
ｔｕｓ）、　バシルス　ブレビス（Ｂ．　ｂｒｅｖｉｓ）、バシルス　ステアロテルモフ
ィルス（Ｂ．　ｓｔｅａｒｏｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ）、バシルス　アルカロフィリス
（Ｂ．　ａｌｋａｌｏｐｈｉｌｕｓ）、バシルス　アミロリケファシエンス（Ｂ．　ａｍ
ｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、バシルス　コアグランス（Ｂ．　ｃｏａｇｕｌａｎ
ｓ）、バシルス　シルクランス（Ｂ．　ｃｉｒｃｕｌａｎｓ）、バシルス　ランツス（Ｂ
．　ｌａｕｔｕｓ）、　バシルス　ツリンギエンシス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）ストレプトミセス　リビダンス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｖｉｄａｎｓ）又
はストレプトミセス　ムリナス（Ｓ．　ｍｕｒｉｎｕｓ）、　又は大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒ
ｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）から選択される細菌であることを特徴とする、請求項８に記載の
単離される宿主細胞。
【請求項１０】
任意に非ダスティング粒状、マイクロ粒状、安定化液、ゲル、又は保護酵素の形態を特徴
とする、請求項４に記載のポリペプチドを含む洗剤添加物。
【請求項１１】
欠損型が１０％ＳＤＳ－ＰＡＧＥゲル上で約４９ｋＤａから約６９ｋＤａの分子量を有す
ることを特徴とする、請求項１０に記載の洗剤添加物。
【請求項１２】
前記洗剤添加物が洗剤添加物の１グラム対して約０．０２ｍｇから約２００ｍｇのポリペ
プチドを含むことを特徴とする、請求項１０に記載の洗剤添加物。
【請求項１３】
プロテアーゼ、リパーゼ、ペルオキシダーゼ、オキシダーゼ、デンプン分解酵素、セルラ
ーゼ、ポリエステラーゼ、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される酵素をさら
に含むことを特徴とする、請求項１０に記載の洗剤添加物。
【請求項１４】
請求項１０から１３のいずれかの洗剤添加物を含む洗剤組成物。
【請求項１５】
前記洗剤組成物が、一以上の界面活性剤、漂白システム又は漂白、洗剤ビルダー、ポリマ
ー、安定剤、繊維コンディショナー、泡立ち剤、泥抑制剤、抗腐食剤、染料、香料、泥懸
濁剤、曇り防止剤、蛍光増白剤、又は殺菌剤を任意的に含むことを特徴とする、請求項４
又は５のいずれかのポリペプチドを含む洗剤組成物。
【請求項１６】
プロテアーゼ、リパーゼ、ペルオキシダーゼ、オキシダーゼ、デンプン分解酵素、セルラ
ーゼ、ポリエステラーゼ、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される酵素をさら
に含むことを特徴とする、請求項１５に記載の洗剤組成物。
【請求項１７】
請求項４又は５のいずれかのポリペプチドを含む手動又は自動食器洗浄洗剤組成物。
【請求項１８】
請求項１７に記載の手動又は自動食器洗浄洗剤をそれらの必要性がある食器に適用するこ
とを含む食器洗浄方法。
【請求項１９】
請求項１０から１３のいずれかの洗剤添加物を含む洗濯洗剤組成物。
【請求項２０】
請求項１２から１４のいずれかの洗剤組成物で溶液中の汚れた繊維を洗浄することを含む
繊維洗浄方法。
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